
プレミアムフライデーを活用した東日本連携の推進
（みなかみ町との連携事業）

別紙１



施策の全体像

東日本連携としてのねらい

① 東日本連携の活性化に向けた具体的連携策の実績づくり
② さいたま市から市民・企業などが近隣の連携都市へ出掛ける施策を “ゼロ予算” で創出
③ 国（経済産業省）との連携による発信等の事業効果の増
④ 東日本連携へのＪＲを巻き込んだ取組への展開

・東日本連携都市のうち、さいたま市と至近（おおむね１時間圏内・新幹線による交通費片道5,000円程度）にある都市と
の間で、プレミアムフライデーを活用した「ちょっとプレミアムな小旅行を！」をコンセプトに、モニターツアーなどを実施し、顔の見える
関係を作ることにより、連携都市を繰り返し訪れたくなる施策を推進します。
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さいたま市
金曜午後～土曜に
「ちょっとプレミアムな
小旅行を！」

さいたま市のメリット 連携都市のメリット



一般社団法人
みなかみ町体験旅行

実施イメージ

みなかみ町

みなかみ町へのツアーづくりに意見をいただく

ポイント
「交流」 「体験」 「再発見」

参加者にアンケート等を実施し、今後の
みなかみ町へのツアーづくりに意見をいただく

東日本連携の具体的な観光
連携の成果の創出
【PR手段】
・東日本連携・創生フォーラム（首長
会議）にて報告
・観光PR動画作成（さいたま市）

プレミアムフライデーの具体的
な取組事例の創出
【PR手段】
・プレミアムフライデーWEBサイト等での
掲載

首都圏対流拠点としての対流
創出機能の促進
【PR手段】
・首都圏広域地方計画の推進に係る
情報発信

政策効果

さいたま
商工会議所

さいたま観光
国際協会

ツアー内容協議

協会けんぽ・
健保組合
経産省・
関東経産局

◆実施予定日
平成29年9月29日(金)・30日(土）
◆募集人員
２0人
◆旅程
【1日目】
JR大宮駅 PM3:00以降
↓上越新幹線
JR上毛高原駅着＜集合＞
・温泉宿
ユネスコエコパーク、DMO、テレワー
クセンター、移住・民泊の活動説明

【2日目】
・猿ヶ京温泉一帯の散策
・カスタネット工房見学
JR上毛高原駅着＜解散＞

PM2:00頃
↓ 上越新幹線
JR大宮駅着

東日本連携を共に推進

さいたま市
都市戦略本部（地方創生・CS)

経済局 (経済・観光)

東日本連携推進協議会
（大宮駅周辺の大型店舗で構成）

全体調整

モニター参加
（任意）

湧水
谷川連峰の水

旅行業者

メディア

ご案内する団体等

ｴｺﾊﾟｰｸ
ｳｫｰｸ

温泉♨

ホット

スポット

現地受入ちょっとプレミアムなみなかみ体験
交流モニターツアー

・ プレミアムフライデーを活用した東日本連携の推進施策第１弾として、連携都市であるみなかみ町との連携により、「ユネスコ
エコパーク」という新たな地域資源、「みなかみの人との交流」をテーマとした1泊2日の交流モニターツアーを実施します。
・ ツアー参加者の交流から生まれる意見を基に、各種ツアーづくりとその魅力を情報発信していきます。また、ツアー後には、さい
たま市内で「（仮称）みなかみツアー報告会」を開催し、ツアー参加者を始め、更なる連携策の創生につなげていきます。
・この連携事業は、さいたま市として、「ゼロ予算」で実施します。

趣旨
「ちょっとプレミアムなみなかみ体験」 みなかみ交流モニターツアーについて

後援 後援



出典：国土交通省資料

東日本地方創生回廊のイメージ

参考① さいたま市とみなかみ町 参考②東日本連携各都市

さいたま市

みなかみ町

交通
上越新幹線
大宮駅---------------上毛高原駅
（さいたま市） （みなかみ町）
２駅・所要約４５分・4,860円

交通
上越新幹線
大宮駅---------------上毛高原駅
（さいたま市） （みなかみ町）
２駅・所要約４５分・4,860円

群馬県みなかみ町 概要
☆面積 781.08 km²
☆総人口 19,645人
（平成29年5月1日現在）

埼玉県さいたま市 概要
☆面積 217.43 km²
☆総人口 1,287,188人
（平成29年5月1日現在）

上田市


